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本稿は，いわゆる「大東亜共栄圏」の経済
的実態を考察するための準備作業として，中
国占領地における穀物需給の動向を，貿易と
国内需給の側面から考察する。
前稿（１）では，華北分離工作以降，日本軍に
よって次々と設立される傀儡政権の財政構造
を検討した。そこでは，戦争末期の国民政府
（南京政権）の財政において，食糧対策に関
する経費が巨額を占めていたことが明らかに
なった。
そこで本稿では，日中戦争前後からアジア
太平洋戦争末期の中国占領地における食糧の
需給状況を，米穀と小麦・小麦粉，そして雑
穀について検討する。いうまでもなく，戦争
の遂行において，石油や鉱物資源と並んで最
も重要な経済資源は食糧であり，とりわけ日
本は太平洋戦争時の食糧危機を背景に，中国
占領地に展開する現地軍は軍需米を中心とす
る食糧を中国内で調達する必要に迫られた。
そのことは，中国のそれまでの食糧の流通を
撹乱し，深刻な食糧危機を発生させた。本稿
では，日中戦争を契機に中国の食糧需給のあ
り方がどのように変化したのかを，米穀，小
麦・小麦粉，雑穀の輸移出入，及び中国各地
における需給の実態を明らかにすることによっ
て検討してみたい（２）。
１．米穀
まず表１－１～３によって，日中戦争期前
後から太平洋戦争前までの中国の米穀輸出入
量とその輸出入地域を観察しよう。表１－１
によれば，輸出は北支，中支，南支ともほと
んどなく，輸入が圧倒的である（北支，中支，
南支には「 」をつけるべきであるが，省略
する）。中国米（中支米）の輸出先は表１－
３のように関東州が大部分であるが，実際は
満州への輸出であろう。
これに対して輸入は，総量は１９３５年まで１００
万トン台を維持していたが，翌３６年から３０万
トン台に急減し，この傾向は日中戦争後も続
いていく。ただ１９４０年には６５万トンに回復する。
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６４９（１００．０）３２０（１００．０）４０６（１００．０）３４５（１００．０）３１０（１００．０）１，２９６（１００．０）７７１（１００．０）１，２９５（１００．０）１，３４７（１００．０）輸入
計
４７０２０２６５６５０輸出
８３（１２．８）１２５（３９．１）２３８（５８．６）３０７（８９．０）２８５（９１．９）５６２（４３．４）６１３（７９．５）１，１８７（９１．７）８８３（６５．６）輸入
南支
０２００２３１００輸出
４０１（６１．８）４５（１４．１）６４（１５．８）３６１７７１１１１５５６３５５輸入
中支
４４０２０２４２５５０輸出
１６８（２５．９）１４８（４６．３）１０３（２５．４）２６２２４２５１１０８輸入
北支
１０００００輸出
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
表１－１ 米穀の輸出入量 （１，０００トン）
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輸入先を地域別にみると，１９３７年まで南支
が大部分を占めていたが，３８年以降には北支
に１５万トン，中支に４万トン～４０万トンもの
輸入がみられ，あきらかに日中戦争の勃発を
契機に，とりわけ北支へ外米輸入が急増する
ことを示している。
外米の輸入先は（表１－２），仏印とタイ，
及びビルマであり，なかでも仏印米とタイ米
が多い。しかし１９３８年になると，これらの３
地域に加えて，日本や朝鮮がある程度の比率
を占めるようになる。
こうした占領地における米穀輸入の動向を
みれば，日中戦争以前の中国は，特に南支で，
仏印米とタイ米，そしてビルマ米に依存して
いたが，戦争が始まるとそれ以前のようにこ
れらの外米に依存できなくなることを示して
いる。しかしその一方で，それまで外米の輸
入がほとんど見られなかった北支で輸入が急
増するとともに，少量ながらも日本や朝鮮か
らの米穀輸入が始まる。
総じて中国は，満州向けを除いて米穀をほ
とんど輸出できず，東南アジアや朝鮮のよう
に日本に対する主要な食糧供給基地とはなり
えなかった。また日中戦争が始まると外米の
輸入は激減し，日本や朝鮮からある程度の米
穀輸入が始まる。このことは，戦時において
米穀需給が逼迫し，朝鮮米や外米を大量に輸
移入しなければならなくなった日本が，中国
占領地（後述するように日本人の食糧用）に
対しても米穀の供給を強いられていくことを
意味している。
表１－１及び表１－２は，外国からの米穀
輸入を示したものであるが，中国国内の地域
別の移出入を日中戦争以前の１９３３～３６年に限っ
て示したのが表２である。まず表２の下段の
「（参考）外米輸入高」の合計を表１－１及
び表１－２の輸入の合計と比較すると，中支
と南支の輸入量に若干の相違があるが，総量
は数値が合致しており，表２の上段と中段に
示された中国国内の移出入量は，表１－１と
６４９（１００．０）３２０（１００．０）４０６（１００．０）３４５（１００．０）３１０（１００．０）１，２９６（１００．０）７７１（１００．０）１，２９５（１００．０）１，３４７（１００．０）その他とも計
０（０．０）０（０．０）１（０．２）１１３シンガポール
０（０．０）０（０．０）３（０．７）０００２１０関東州
６（０．９）４９（１５．３）８（２．０）００２０００朝鮮
２（０．３）４（１．３）０（０．０）１台湾
２７（４．２）８（２．５）１５（３．７）００１１１２日本
３（０．５）６（１．９）１１（２．７）００１１３１１６８香港
４３（６．６）１６（５．０）７５（１８．５）５０（１４．５）１９（６．１）１９２（１４．８）６４（８．３）２５３（１９．５）４２７（３１．７）ビルマ
１７７（２７．３）１３５（４２．２）１８４（４５．３）１１０（３１．９）１７６（５６．８）３４３（２６．５）３４５（４４．７）４５６（３５．２）３８６（２８．７）タイ
３８９（５９．９）９７（３０．３）１０４（２５．６）１８３（５３．０）１１３（３６．５）７５３（５８．１）３４２（４４．４）５６６（４３．７）４５４（３３．７）仏印
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
表１－２ 米穀の地域別輸入量 （１，０００トン）
５７０２０２５５６５１その他とも計
０００１２３１１０香港
０００１９２３２４４０関東州
３２０台湾
１０００００朝鮮
０００００００００日本
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
表１－３ 米穀の地域別輸出量 （１，０００トン）
出所：「米移動高調」（原資料は「海関中外貿易統計」）
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件食糧需給対策関係』第３
巻 アジア歴史資料センター B０８０６０３９６９００）
（備考）
北支や中支などの語は，本来「 」を付すべきであるが，省略した。
（原表 注）
地域的分類＝北支：河北・山東・山西・甘粛・陜西省
中支：江蘇・安徽・河南・湖北・湖南・江西・四川省
南支：福建・広東・広西・貴州・雲南省
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表１－２の輸出入量に対応するものとして利
用することができる。
同表によれば，移出及び移入量は両方とも
３５万トンから８０万トンと幅があるが，この量
は表１－２の外米輸入量と比較してもかなり
の量である。移出は中支が圧倒的で，北支は
皆無であるのに対して，移入は北支，中支，
南支のすべての地域で行なわれている。しか
も移出入量はほぼ同じであるから，中支米が
各地へ移出されていると推定でき，なかでも
中支内での取引，そして中支から南支への移
出が多い。これら中支の移出量を同地域の米
穀生産の中心である江蘇・浙江・安徽３省の
生産量と比較すると，移出量は生産量のほぼ
５％となっている。
一方，中支米の北支への移出は中支や南支
向に比較すると相対的に少ないが，１９３６年に
は北支の移入が増加し，米穀の移入は３地域
が肩を並べるようになる。この中支米の北支
移出は，表２の１９３６年以降は，３７年４９千ト
ン，３８年４０千トン，３９年（１月～１０月）５０千
トンと激減する（３）。そしてその減少を補った
のが表１－１にあるように外米と，日本・朝
鮮米であった。
このように，中支は米穀移出の中心地であ
るが，中支で最大の貿易港である上海港の米
穀の輸出入量と上海米の輸送経路を見たのが
表３と表４である。まず表３は，表１－１及
び表１－２における中支の米穀の輸出入の動
向を上海港の数値と比較するために掲げたも
のであり，同表によれば，１９３６・３７年度に関
東州（満州向け）に約１万トンの米穀輸出が
みられ，その量は表１－３の関東州向けの米
穀輸出に対応している。また輸入においても，
仏印・タイ米の輸入は１９３６年から激減してお
り，こうした現象は，表１－１の中支の米穀
輸入量及び表１－２における仏印・タイ米の
輸入の激減に対応している。
続いて表４は上海に出回る米穀の輸出入と
移出入のルートを示す。外米の輸入よりも内
２９０６７０６６５１，１８７南支
１２６０３６１５６中支
６２２４２５１北支
３１０１，２９６７７１１，２９５（参考）外米輸入高
４９４９１２０南支
５．３…５．５６．４（Ａ）／（Ｂ）％
１２，２０２…７，７２２１２，４３１中支３省 生産量（B）
６４５３３０４２６８００中支（Ａ）
０００１北支
７２３３８１４４０８０３「支那米」移出高
２４６７２１７７４６９南支
２７６１６７１６９９４中支
１７９１１３８０２２１北支
７０１３５３４１８７８５「支那米」移入高
１９３６１９３５１９３４１９３３
出所：興亜院華中連絡部「中支ニ於ケル米，小麦及小麦
粉需給状況ニ関スル資料 昭和１４年１１月」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係 第１巻』 B０８０６０３９５２００）
（原表注）
三井物産調査による。
（備考）
「北支」とは，秦皇島・天津・龍口・芝罘・威海衛・青
島を，「中支」とは，上海・南京・重慶・杭州・漢口・九
江・万県・宜昌等を，「南支」とは，寧波・温州・福州・
厦門等の各貿易港をさす。
また「中支３省」とは，江蘇・浙江・安徽の各省を指
し，１９３５年は原表で欠落。
表２ 地域別米穀移出入量（１，０００トン）
２０００１９うちタイ
３８１８１１２８うち仏印
２３８１８２２０２輸入量
１０１１１４１うち関東州
２１１２１４１輸出量
１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５
表３ 上海港の米穀輸入（１，０００トン）
出所：興亜院華中連絡部「中支ニ於ケル米、小麦及小麦
粉需給状況ニ関スル資料 昭和１４年１１月」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係 第１巻』 B０８０６０３９５２００）
１０３４１９計
…５５その他
９２７９再移出入
０１０水陸連絡
５２０鉄道
…１５８内陸河川経由
６９７対外国
輸移出輸移入
表４ 輸送種類別上海米輸移出数量
（１，０００トン）
出所：興亜院華中連絡部「中支ニ於ケル米、小麦及小麦
粉需給状況ニ関スル資料 昭和１４年１１月」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係 第１巻』 B０８０６０３９５２００）
（備考）
①満鉄調査によるもので，１９３０年代半ばの数値と推測できる。
②原表の単位は担で，１担＝６０㎏に換算した。
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陸の河川を利用した移入米の方が多く，再移
出入もかなりの量に上っている。おそらく上
海という都市の消費需要においては，外米の
需要とともに，近郊の農村米が水運で大量に
上海に移入されているのであろう。
次に表１－１～３で示された１９４０年以降，
すなわちアジア太平洋戦争期における外米の
輸入はどうなるのか。表５は，１９４２・４３年の
外米（仏印米とタイ米）の輸入量を表す。４２
年の外米輸入量は３８万４千トンで，表１－１
の１９４０年度の輸入量６４万９千トンの約６０％に
落ち込み，翌４３年の輸入量は２６万７千トンと
前年の３０％減となっている。さらに４３年につ
いては外米の銘柄が判明するので，その量と
表１－１を比較すると，タイ米の落ち込みが
激しいことがわかる。結局，１９４０年から４３年
の３年間で仏印米とタイ米の輸入はそれぞれ
約５５％，１５％に減少したことになる。
外米の輸入先では，南支が最大で，上海は
その８割程度である。北支の輸入はこの２地
域に比較するとかなり少ない。南支が仏印米
の最大の輸入先であるのは，おそらく船舶輸
送が逼迫して仏印米を陸上輸送するしかなかっ
たのであろう。アジア太平洋戦争の進展とと
もに，中国への外米輸入はますます厳しさを
増していくのである。
表６は戦争末期の１９４４・４５年度における北・
中支及び蒙彊への米穀の輸出入，移出入計画
を示す。１９４４年度の北支は，南方米の輸入が
わずか８千トン計画されているのみで，日本
からの輸入量のほうが多い。またそれまで中
国内の北支と南支向けの米穀供給地域であっ
た中支の輸移出も実質的には皆無である。４５
年度になると，北支において４４年度と同量の
輸入が計画されているのみである。戦争末期
に至って，中国は外米の輸入はおろか，それ
までの中支から北支への米穀供給も不可能と
なり，日本から北支向けにわずかの米穀供給
を受けるにとどまった。
２６５２９３１９１３１３２４８３００計
…………５０５０４９１７８１１３８１移入量
３３７０…１６８１４５（５８）１０３２６２２（２）４２輸入量
６７６７１１４９９７０１４０１４０１２９１１３１７７生産量
１９４３１９４２１９４１１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４
表７ 華北３省の米穀生産と輸移入 １９３４－１９４３ （１，０００トン）
出所：１９３４－３９年度は生産，輸移入とも「各国ニ於ケル農産物関係雑件 米穀ノ部 華北ニ於ケル米
穀調査」（B０６０５０４６２３００），１９４０・４１年度の生産量は，甲第１８００部隊・興亜院華北連絡部「昭
和１６年度第２次 北支農産物収穫高予想調査報告」（A０６０３３０１０１００），４２・４３年度の生産量は，
甲第１８００部隊・在北京大日本帝国大使館「昭和１８年度第３次 華北農産物収穫高予想調査報告」
（B１００７０２３４６００）。１９４０年度の輸入量は表１－１，４２・４３年度は表５による。
（備考）
１９３５・３９年度の括弧内は日本からの輸入量を示す。
輸移入中支
０輸移出
…２９（日本２２ 南方８）３０輸移入北支
輸移出
１９４５１９４４
表６ 戦争末期の米穀輸出入
（１，０００トン）
出所：「１９年度華北食糧需給計画」「２０年度北支食糧需給
計画」「１９年度中支食糧需給計画」「２０年度中支食
糧需給計画」「１９年度蒙彊食糧需給計画」「２０年度
蒙彊食糧需給計画」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第３巻 B０８０６０３９６７００ B０８０６０３９６８００）
２６７３４２３２３８４計
２３６１７…（大連）
１２２１８１０４１１４南支
８６４８２２００上海
３３５２８７０北支
計タイ米仏印米１９４２
１９４３
表５ 各地域の外米輸入量 （１，０００トン）
出所：「昭和１７年度支那食糧対策要綱」「昭和１８年度支那
向外米輸入数量」「銘柄別輸入数量」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第２巻 B０８０６０３９６２００）
（備考）
年度は暦年（１月～１２月）
南支は，原表の厦門，汕頭，香港，澳門，広東，海南島の計。
１９４２年の「上海」は原表では「中支」。
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それでは，こうした中国における米穀の調
達は，国内生産，あるいは需要の動向とどの
ような関係にあるのかを華北，華中の順で見
よう。まず表７は日中戦争前の１９３４年度から
４３年度までの河北・山東・山西の華北３省に
おける米穀の輸移入をその生産量と比較した
ものである。ただし１９４０年度以降はそれまで
華北の移入米の大部分を占めた華中からの移
入量は不明である。
同表によれば，生産と輸移入量が判明する
１９３９年度までは，生産と輸移入量を合計する
と，概ね３０万トン台で推移し，輸移入を比較
すると，輸入よりも移入，すなわち華中から
の供給に依存していることがわかる。また生
産と移入を比較すると，両者はほぼ拮抗して
いる。
ところが，戦争の開始とともに移入量は戦
前の約４０％にまで落ち込み，生産量も３９年度
には前年の半分の７万トンに減少し，４０・４１
年度にはいったんは１０万トン台に回復する
が，４２年度からは再度落ち込み，４３年度はわ
ずか７万トンに激減する。
また外米の輸入は，４０年度にピークを記録
した後，生産と同様急激な落ち込みを見せて
いる。１９４０年度以降の移入量は資料不足のた
めに不明であるが，３４－３９年度の趨勢から推
測すると，５万トンを維持するのは不可能で
あろう。
次に，表８は日中戦争前後の華北で，日本
人と中国人の米穀消費量がどのように変化し
たのかを示している。戦争の進展によって華
北で日本人人口が急増し，その米穀消費量は
戦前の３倍に増加し，しかも１人当たりの消
費量も戦前と同じ水準を維持している。また
こうした日本人の米穀需要を満たすために日
本から６万トンもの米が輸入されている。こ
れに対して，中国人の米穀消費は漸減し，飯
米消費は，２１万４千トンから１７万トンへと２
割の減少を見ている。
ここで，当時の華北における米穀生産量を
他の主要農産物と比較すると（表９），小麦
や高粱，粟，玉蜀黍等の雑穀よりも格段に少
ない。また小麦と高粱は４４年度になってもそ
れほど生産量は減少せず，粟はむしろ増加し
ている。これに対して水稲は４４年度にわずか
９万５千トンにその生産量を落としている。
このことは，おそらく華北の農民や都市の市
民は米ではなく，小麦や雑穀を主食としてお
り，戦争の長期化による農村の荒廃の影響を
水稲が真っ先に受けたことを示しているので
あろう。
２３８．２２８１．６中国人消費計
１４．７１４．７その他種子
５２．５５２．５中国人菓子
１７０．９２１４．４中国人飯米
５８．３２．８日本からの輸入米
２０．７６．７日本人消費計
０．８０．４日本人酒造米
１９．９６．３日本人 飯米
２．７３．７中国人１人あたり消費量（㎏）
１６４１６４日本人１人あたり消費量（㎏）
２５８２８７消費量 計
２３８．２２８１．６中国人消費量
２０．７６．７日本人消費量
７６，１８４７６，１８４中国人人口（千人）
１２６４１日本人人口（千人）
１９３９１９３５
表８ 日中戦争前後の華北の米穀消費量
（１，０００トン）
出所：「各国ニ於ケル農産物関係雑件 米穀ノ部 華北
ニ於ケル米穀調査」（B０６０５０４６２３００）
……１９４棉花
……３９陸稲
９５…４１６水稲
２，２８４２，４３０１，９６１玉蜀黍
４，１３４４，２００３，４７９粟
２，９３３３，２８０２，６７３高粱
５，２６０５，４００５，６３１小麦
１９４４１９４１１９４０
表９ 華北の主要農産物生産量 （１，０００トン）
出所：１９４０年度は，興亜院経済部第５課
「昭和１５年度ニ於ケル北支主要農産物作況」
（『大東亜戦争中の帝国の対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第１巻 B０８０６０３９５３００），
１９４１年度は，在北京大日本帝国大使館
「華北農産概況 第１部 昭和１８年２月」（同第２巻
B０８０６０３９６０００），
１９４４年度は，大東亜省支那事務局農林課
「各地域別本年度収買計画竝実績表（１１月末現在）」
（同 第３巻 B０８０６０３９６６００）
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元来，華北においては，米作は地勢及び気
候の関係上発達せず，住民は一般に雑穀及び
小麦粉を主食とし，米食は都会居住者の中流
以上の住民に限られていたとされる。またこ
れらの米穀需要の大部分は中南支及びビルマ
米や仏印米と僅少ながら朝鮮米と現地生産米
によって賄われていた（４）。したがって，戦争
の進展とともに増加する華北の米穀需要，特
にその増加分は日本軍の展開に伴って現地に
進出する日本人向けのものであったといえる。
そして表１－１で見られた１９３８－４０年度の華
北における外米輸入の急増は，これらの日本
人向けに行なわれたものであろう。
これに対して，表１０は１９４３年度の上海の米
穀需給を示したものである。３３万トンの需給
のうち，中国人用の民需が圧倒的であるのは
いうまでもないが，上海地区の国策会社，工
業・鉱山，日鉄大冶鉄山等に従事する中国人
に対しても在留邦人と同量の米穀が割り当て
られている。また供給面では，収買による地
場買付け米よりも外米輸入量が多く，この時
点でも南方米の重要性が看取できるが（輸入
量が表５の３倍となっているが，その理由は
不明。原資料が需給計画を表しているのかも
しれない），輸入のための船腹の確保はます
ます困難となり，「租界ノ人口疎散工作ノ徹
底，消費規正の励行等ニヨリ極力外米期待量
ヲ減少（５）」することが求められた。
最後に，表１１によって戦争末期の華北と華
中での米穀需給計画を見よう。まず華北の需
要では，邦人用の混食米がほとんどを占め，
これが現地の収買と輸移入によって賄われる
ことになっている。そして同表の輸移入３万
トン（４４年度），２万９千トン（４５年度）は，
表６の北支における米穀輸移入量と同じであ
り，南洋米の輸入と華中からの米穀移入がほ
とんど途絶するこの時点で，華北への米穀供
給は日本が担わざるを得なくなっている。
一方，華中においては，総需要の半量をし
める民需の他に，４４・４５年度とも２０万トンも
の軍需米が計上され，これらを現地収買米が
賄うということになっている（６）。ただこの現
地収買米の１９４２・４３年度の計画量４７万トン，６３
万トンに対してその実績は２５万トン，２４万９
千トンにとどまり（７），同表の４４年度の収買計
画量５０万トンはその半量が収買できれば上出
来であろう。だとすれば，都市民需の切り下
げは不可避となり，当然過酷な食糧不足が現
出することは疑いない。
これより少し前の１９４０年度における中支全
５４７６３０華中供給 計
…５０輸入外米
…８０小麦代用
５４７５００現地収買
５４７６３０華中需要 計
８６２８重要産業中国人従事者
１５１８在留邦人
２２０２００軍需
２２６３２３上海南京等主要都市民需
６９７２華北供給 計
５１２繰越
２９３０輸移入
３５２９現地収買
６９７２華北需要 計
５繰越
３原料
６４６９邦人混用米
１９４５１９４４
表１１ １９４４－４５年度の華北・華中の米穀需給計画
（１，０００トン）
出所：「１９年度華北食糧需給計画」「２０年度華北食糧需給計画」
「１９年度中支食糧需給計画」「２０年度中支食糧需給計画」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第３巻 B０８０６０３９６７００ B０８０６０３９６８００）
３２８供給計
１８３外米輸入
３５糧食委員会
１１０軍放出
１４５地場供給米
３２８その他とも需要計
２委任軍管理工場
４日鉄大冶
４工業鉱山
５上海地区国策会社
１７重要産業中国人従事者
１７在留邦人
２８２民需
出所：「上海米需給ニ関スル件 １８米穀年度」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第２巻 B０８０６０３９６２００）
表１０ １９４３年度の上海の米穀需給
（１，０００トン）
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軍の所要米は年間約１０万トン（１トン＝約７
石）であり（８），日本の粳米と同様の品質をも
つ米を生産する蘇州を中心とする「三角地帯」
から「現地自活」用に調達された。その他に，
南京上流の「蕪湖米」が軍需用として約７万
トン調達され，①軍の補給米，②「三角地帯」
産出米１０万トンの代替米，③軍票交換用米，
④補給廠及び停泊場等の常備苦力の飯米，⑤
その他宣撫治安維持用米，として使用された。
さらにこの「蕪湖米」は，従来から都市の
食糧米の大部分を占め，出回り量も多く価格
も割安であった。そのため，日本軍は１９３９年
１０月以降国民政府に「民食米ノ調弁配給」を
移管し，同時に軍用米も同政府によって「調
弁提供」させることにしたが，国民政府が４１
年１月末までに日本軍に提供することになっ
ていた「蕪湖米」３万トンは，納入期限になっ
ても１，８００トンしか集まらなかった。それに
もかかわらず日本軍は「積極的ニ国民政府ニ
指導協力ヲ与ヘ」て，傀儡政権による軍用米
の調達を図った。
また軍は，上述の「現地自活」用の軍用米
１０万トンとは別に１０万トンを日本，北・南支
に供給していたが，軍用米の調達を国民政府
に移管すると調達量はそれ以前の１０分の３に
激減し，残りの７万トンを日本からの供給に
表１２－１ 小麦・小麦粉の輸出入量 （１，０００トン）
３２０３５７２５４３０３１５１５９１９５３３３輸入
小麦粉
計
２０６７７１９０６３９２５輸出
１４８４６７０４３１１６５２０４６４１，０７１９０５輸入
小麦
４２４５６３０８１２２０輸出
１４１６２６２１１９３２３０７０７７輸入
小麦粉
南支
００…００００００輸出
０００００００００輸入
小麦
００００００輸出
２２４５７６５７２４１０１７０輸入
小麦粉
中支
１９６６６１９０６３９２３輸出
１３３４２２０２９１１０４９４４４６９５０８１８輸入
小麦
４２４５５２８５７２０輸出
２８４２９４２１８２６１１４１１４９７輸入
小麦粉
北支
００００…０００輸出
１５４４０１３５２６１６１２１８６輸入
小麦
０００１２３５００輸出
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
表１２－２ 小麦・小麦粉の地域別輸入量 （１，０００トン）
３２０３５７２５４３０３１５１５９１９５３３３小麦粉
その他とも計
１４８４６７０４３１１６５２０４６４１，０７１９０５小麦
１１８２５１１１０５２０３１小麦粉日本
１０５９７１３４小麦アルゼンチン
８０１４３１７７３１７３５６０小麦粉
米国
４２１６７００４３０８０１７９小麦
３９７７１１１３１０７小麦粉
カナダ
０３１８９７１６４小麦
１１３１７１１１３１４１１１８１１９３小麦粉
豪州
１０６２９８４３９６４０６４３８３９５５３小麦
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
表１２－３ 小麦・小麦粉の地域別輸出量 （１，０００トン）
２０６３７１９０６３９２５小麦粉
その他とも計
４２３５６３０８１２２０小麦
１１４５７０６５３９小麦粉関東州
８１０小麦粉台湾
２小麦
０１小麦朝鮮
２２３５６２９８１２２０小麦日本
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
出所：「小麦移動高調」「小麦粉移動調」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件食糧需給対策関係』第３巻
B０８０６０３９６９００）
（備考）
１９３２年の小麦粉の地域別輸入量は原資料で空欄。
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期待せざるを得ず，日本と北・南支に供給し
ていた１０万トンも困難になると予測していた。
２．小麦・小麦粉・雑穀
表１２－１～３が表１－１～３と同様，日中戦
争前後から太平洋戦争が始まるまでの中国の
小麦と小麦粉の輸移入量を示している。
第１に，小麦・小麦粉とも輸入が圧倒的で，
輸出は微々たるものである。それでも小麦は
少量とはいえ中支から日本へ輸出され，小麦
粉は１９３９・４０年の２年間ではあるが，中支か
ら関東州（満州）向けに輸出されている。
第２に，小麦と小麦粉の輸入量を比較する
と，小麦の方が圧倒的に多い。小麦の輸入先
は豪州，カナダ，米国，そしてアルゼンチン
であるが，中でも豪州が最大の小麦の輸入相
手国である。ただし，これらの国々からの小
麦の輸入は，１９３６年でいったんは止まり，３９
年から豪州と米国から再度大量の輸入が始ま
る。
小麦粉は１９３３年で輸入が一段落し，その後
３８年から再び豪州，米国に加えて日本からの
輸入が増加する。先の表１－２によれば，日
本は当該期から中国に米穀を供給したが，加
えて小麦粉も中国に輸出することになる。
第３に，中国内の輸入地域は，小麦は中支
が圧倒的であるのに対して，小麦粉は中支に
限らず北支と南支もある程度を輸入している。
また，北支の小麦粉輸入は１９３７年まではそれ
ほどの量ではなかったが，１９３８年から４０年に
かけて豪州，米国，日本から大量に輸入され
ている。
続いて表１３－１～３は雑穀の輸出入とその
地域別の輸出入先を示す。輸出量は少なく，
日中戦争以前に北支から日本向けに２～４万
トンが輸出されていたにすぎない。ところが，
戦争勃発とともに北支からの輸出は皆無とな
表１３－１ 雑穀の輸出入量 （１，０００トン）
１７７３１８２２４２５３１５９３輸入
計
００１２５５５９７１１００輸出
００１１１１０１１輸入
南支
００－００００００輸出
３３１１０１１３１１輸入
中支
０００１９０１０４００輸出
１４３３１７２２２０３０１０６０輸入
北支
－００３４６８７６００輸出
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
表１３－２ 雑穀の地域別輸入量 （１，０００トン）
１７７３１８２２４２５３１５９３その他とも計
１１２３１２２０００３０１２６関東州
０３０００朝鮮
１２１１７０００００日本
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
表１３－３ 雑穀の地域別輸出量 （１，０００トン）
００１２５５４９７１１００その他とも計
０００００１００関東州
４２２４９０００朝鮮
００１２０３２４２１０００日本
１９４０１９３９１９３８１９３７１９３６１９３５１９３４１９３３１９３２
出所：「雑穀移動調」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件食糧需給対策関係』第３巻 B０８０６０３９６９００）
（備考）
１９３２年度の輸出入の内訳は原資料で空欄。
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り，代わって関東州（満州）から北支向けの
雑穀が急激に増加する。
輸出入の他に，中国の各地域での移出入は
どうなっていたかを小麦粉及び雑穀について
示したのが表１４と表１５である。
まず表１４は，アジア太平洋戦争開戦後の１９４２
年と翌４３年の中支から各地への小麦粉の移出
量である。４２年は北支と満州，南支に移出が
行なわれていたが，４３年度になると中支の小
麦粉はそのほとんどが北支に送られている。
また表１５は戦争末期の小麦と雑穀の輸移出
入計画を示すが，やはり中支が移出の中心と
なり，その大部分は北支と満州に向けられて
いる。また雑穀は，表１３－１・２でみた満州
から北支の輸入がそのまま継続し，それに加
えて蒙彊からの輸入も継続されている。
１９４１年以降の小麦の輸入と移出入について
は，資料不足で確かなことは不明であるが，
この時点でも中支から北支へと小麦粉の移出
が計画されていることを考えれば，豪州等か
らの輸入が途絶えた場合，中支で生産された
小麦を上海等で小麦粉に加工して北支に移出
していたと推測できる。
総じて小麦粉については，中支が生産の中
心地であり，相当量が北支へ移出されていた
ことが判明したが，中支での需要＝消費の計
画を見たのが表１６（１９４２年）と表１７（１９４３年）
である。民食用の需要が最大であるのはいう
までもないが，炭鉱や鉄山等の生産力拡充の
ための重要産業にも手厚い割当が計画されて
いる。また北支や満州向けも相当な量に上
り，４２年の４００万袋，４３年の６６０万袋は各年度
の上海の都市需要を凌駕している。また表１７
の需給計画では，工場別の供給量が示され，
輸移入中支
雑穀 （日本６ 南支３）９輸移出
（満州３９８ 蒙彊８０）５６６（満州３５０ 蒙彊８０）４３０輸移入北支
輸移出
輸移入中支
小麦粉 （北支８０ 満州１６）１０６（北支１１４ 満州２０）１４８輸移出
（中支８０）８０（中支１２６ 日本４）１３０輸移入北支
輸移出
１９４５１９４４
表１５ 小麦粉と雑穀の輸移出・輸移入計画（１，０００トン）
出所：「１９年度華北食糧需給計画」「２０年度北支食糧需給計画」「１９年度中支食
糧需給計画」「２０年度中支食糧需給計画」「１９年度蒙彊食糧需給計画」「２０
年度蒙彊食糧需給計画」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件 食糧需給対策関係』
第３巻 B０８０６０３９６７００ B０８０６０３９６８００）
（備考）
①原資料では，中支と蒙彊の「小麦粉」の単位は１０００袋であるので，１袋＝２０
㎏で１０００トンに換算した。
②１９４５年の北支への米穀輸移入２９千トンの内訳は原資料で記載なし。
表１４ 中支の小麦粉輸移出量（１９４２・１９４３）
（１，０００トン）
８蒙彊
１６南支
３０１６満州
１３２８３北支
１９４３穀物年度１９４２年１月－１０月
出所：興亜院華中連絡部「小麦及小麦粉ニ関スル対策要
綱 昭和１７年１月２９日」
「中支小麦粉需給計画」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第２巻 B０８０６０３９５７００
B０８０６０３３９６２００）
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日本人工場が小麦粉供給の大部分を占めてい
る。
最後に，表１８と表１９は１９４４年度と４５年度の
華北と華中における小麦粉と雑穀の需給計画
である。まず華北では，小麦粉の需要はほと
んどなく，満州からの雑穀が需要を賄ってい
る。軍需も小麦粉よりも雑穀の方が多い。ま
た雑穀は開発関係の工場や鉱山に従事する中
国人にも配給されている。こうした需要のあ
１８，７２１供給 計
１，５６１持越
１７，１６０生産量
１８，７２１需要 計
１，５０１持越
８００南支
４１１蒙彊
８３３満州
４，１６６北支
６，２１０輸移出
７５０武漢地区
１，２５０米食代用
３９８重要産業関係
２，２９６奥地都市
２，６４９南京・無錫等
３，６６７上海周辺
出所：興亜院華中連絡部「小麦及小麦粉ニ関スル対策要綱」
（昭和１７年１月２９日）（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対
中国経済政策関係雑件食糧需給対策関係』第２巻
B０８０６０３９５７００）
表１６ 中支小麦粉需給計画（１９４２年１月～１０月）
（１，０００袋）
２２，９８５供給 計
２，０００持越
１，９０９奥地中国人工場
１，５３０租界内工場
１７，５４６日本人工場
２２，４７７需要 計
７９６持越
１，５００満州
６，６００北支
９，６００輸移出
１０８大冶鉱山
３６０淮南炭鉱
４６８重要産業特殊配給
９００武漢地区
５，１５０南京等奥地諸都市
５，５６３上海地域
表１７ 中支小麦粉需給計画（１９４３年度）
（１，０００袋）
出所：「中支小麦粉需給計画」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第２巻 B０８０６０３９６２００）
表１８ １９４４‐４５年度の華北における小麦粉と
雑穀の需給計画
（小麦粉：１，０００袋 雑穀：１，０００トン）
９３３５８５１５５供給 計
４日本
３９８３５０満州
８８１２６中支
８０８０蒙彊
５６６４３０１３０輸移入
２００１２０２５市場収買
１６７３６繰越
９３３７１５２５需要 計
１００５５繰越
１１０８２特配
５０６０棉作
３５３０米作
４２０３５０開発関係
６１５５７７中国人用
１０９邦人米混用
１５８１２９２５軍需
小麦粉・雑穀雑穀小麦粉
１９４５１９４４
出所：「１９年度華北食糧需給計画」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第３巻 B０８０６０３９６７００）
表１９ １９４４４５年度の中支における小麦粉と
雑穀の需給計画
（小麦粉：１，０００袋・雑穀：１，０００トン）
６７１３，０４４１８，７２６供給 計
輸移入
６７１１，９２７１８，７２６地場収買
１，１１７繰越
６７１３，０４４１８，７２６需要 計
１，１１７５００繰越
６日本
３３００４７５南支
８００１，０００満州
２００３００蒙彊
４，０００５，７００北支
９５，３００７，４７５輸移出
６０原料
２８７２０重要産業
４，２３６上海・南京民需
１８７軍警・官用
２８５，２０３１０，５７１中国人用
３５４日本人用
２７１，３７０１８０軍需
雑穀小麦粉
１９４５年度１９４５年度１９４４年度
出所：「１９年度中支食糧需給計画」「２０年度中支食糧需給計画」
（『大東亜戦争中ノ帝国ノ対中国経済政策関係雑件
食糧需給対策関係』第３巻 B０８０６０３９６７００ B
０８０６０３９６８００）
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りかたは華中でも同様で，地場収買された小
麦粉は，その半分が北支等の中国各地に送ら
れ，残りが民食用と軍需，そして重要産業へ
と配給された。
おわりに
日中戦争以前の中国は，タイと仏印から大
量の米穀を輸入していたが，戦争の勃発とと
もに華北以外はその輸入は激減した。また小
麦・小麦粉も，戦前は豪州や米国からの輸入
に依存していたが，戦争とともにいったんは
輸入が減少するものの，再度輸入が増加する。
しかし，太平洋戦争の開始とともに輸入が途
絶し，さらに船腹事情が悪化して，南方米の
輸入も困難になると，従来華中からの米穀移
入に依存していた華北は，日本からの輸入に
期待せざるを得なくなった。また米穀生産そ
のものも激減していく。
戦争の進展とともに，華中は，日本軍の現
地自活のための軍需米を供給し，小麦粉も大
量に華北へ移出していた。しかしそれでも華
北の穀物需給は逼迫し，満州からの雑穀が軍
需と民間消費を賄うことになったのである。
――――――――――――――――――――
（１）「華北分離工作」以降の中国における「傀
儡政権」の財政構造（『北星論集』第５０巻第２
号２０１１年３月）
（２）こうした課題に直接関連する先行業績に，
大豆生田稔「日本における対外依存的穀物需
給構造の形成・展開・再編」（『農業史研究』
第３６号，２００２年）がある。同論考は，１９２０年
代後半から３０年代にかけての日本の穀物需給
を，満州，朝鮮，台湾，中国，東南アジアを
含んだ東アジア全体の穀物貿易の中でとらえ
たスケールの大きな議論を行なっている。そ
のなかで，中国の穀物貿易は，①華中から中
国各地への沿岸貿易による米穀移出と並んで，
東南アジアからの米穀輸入が活発化したこと，
②１９３０年代から豪州からの小麦輸入が激増し
たこと，③日中戦争により華北，華中，華南
の円滑な穀物移動が停滞したこと，④その結
果，華北では日本からの小麦粉輸入に依存せ
ざるを得なくなったこと，などが指摘されて
いる。本稿は，この研究に大きく依存しつつ，
中国の占領地内の穀物生産と需給関係をもう
少し詳しく論じた。
（３）興亜院華北連絡部「華北ニ於ケル米穀調査
昭和十五年二月十九日」アジア歴史資料セ
ンター資料 B０６０５０４６２３００
（４）前掲「華北ニ於ケル米穀調査」。
（５）「上海ニ於ケル食糧問題ニ関スル件 昭和１７
年６月２３日」C０４１２３７９７９００
（６）日中戦争期以降の軍需米に関しては，『日本
帝国主義史』３（第２次大戦期）の「第８章
食糧生産と農地改革」が，戦時の主要食糧
の需給動向を検討している。その第１表（同
書，３３３頁）で，軍需米の需要量が示されてい
るが，１９４１米穀年度以降の数値であり，それ
以前は空欄になっている（原表は，内村良英
「わが国食糧需給の構成について」１９５０年，
及び『農林行政史』１９５９年）。満州事変期以降
の軍需米調達に関する研究は今後の課題であ
る。
（７）「糧食収買目標収買実績」（『大東亜戦争中
の帝国の対中国経済政策関係雑件 食糧需給
対策関係』第２巻 B０８０６０３９６２００）
（８）以下，軍需米に関する叙述は，「軍用米ノ調
弁状況其他ニ関スル件通牒」（C０４１２２８２９６００）
による。
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［Abstract］
Supply and Demand of Provisions by the Japanese Army in Occupied China
After the JapaneseChinese War
Hirokazu HIRAI
Beginning in１９３７, before the JapaneseChinese War, China imported rice from Indochina
and Thailand, but these imports decreased after the war except in northern China. Wheat
and wheat flour imported from Australia and the U.S.A, also decreased during the war, and
then recovered. When the AsiaPacific War, started in１９４１, imports of wheat and wheat
flour to China, which was occupied by the Japanese Army, stopped because Japan declared
war on the Allied Powers. Rice imports also decreased due to lack of Japanese transport
ships caused by the attacks of U.S. submarines. In addition production of rice in China de-
creased rapidly. During the shortage of provisions in occupied China, the agricultural area
of middle China, around Shanghai and Nanjing（Katyu）, supplied rice and wheat flour to
northern China（Kahoku）and material rice for Japanese Army. But the shortage of provi-
sions in northern China continued. Grain produced in Manchuria covered the shortage.
Key words： JapaneseChinese War, Supply and Demand of Provisions, Occupied China
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